
「看護職員処遇改善評価料」の抜本的
な見直しを求める運動について

東京保健生活協同組合

法人看護部長

東京民医連 副会長 高野好枝
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東京⺠医連の紹介
2022年11月末現在、病院15、診療所113、薬局77、訪問看護ステー
ション44、県連共同事業所2、看護学校1、介護福祉専門学校1、老
健・特養施設5、地域包括支援センター6、訪問介護ステーション17
など、300を超える事業所が加盟しています。

東京⺠医連

東葛看護
専門学校と

千住介護福祉
専門学校も
あります︕



第1段階 2022年2月～9月

＊補助金を活用した収入の1％程度

（月額4000円）引き上げ

第2段階 2022年10月以降、

＊診療報酬の加算として3％程度

（月額12000円）引き上げ

対象医療機関は主には急性期の医療機関
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看護職員処遇改善評価料

このまま黙っていても変わらない

•見直しを求めるための運動の実際

•運動に至った背景ときっかけ
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本日お伝えすること



•都内の医療現場の声を国へ伝える

•多くの看護師への周知と協働で運
動を広げる
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⾒直しを求めるための運動の実際

• アンケート調査：施設代表者対象
• 請願署名：個人署名（目標8000筆）・施設
署名（目標400団体）

• 学習：民医連で働く看護職員向けに動画
作成（10分くらい）

• 東京都看護協会・訪問看護ステーション協
会との懇談
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⾒直しを求めるための運動の実際

詳しいアナンケート内容はこちらから➡
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⾒直しを求めるための運動の実際

都内5200か所の医療機関へ郵送

東京民医連の課題

看護師確保がとにかく厳しい
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運動に至った背景
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運動に至る背景

14.2
14.4

14.7
14.5 14.5

14.9

14
13.8 13.9 13.8

13.4
13.1

14.3

13.4
13.7

13.1
13.4 13.4

12.8

14.2

13

0

2

4

6

8

10

12

14

16

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

離
職
率
％

上位1～3位

全国の離職率

全国平均
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資料：日本看護協会 病院看護実態調査
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運動に至る背景

資料：東京民医連看護部長会議調査



病床数

病床病床数

数
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運動に至る背景

病床数
看護師（正規
雇用）の離職
率

新卒看護師
の離職率

中途採用看
護師の離職
率

99 床以下 11.7% 10.5% 17.7%

100～199 床 11.7% 11.3% 17.8%

200～299 床 11.4% 8.3% 14.7%

300～399 床 10.7% 9.3% 15.1%

400～499 床 10.0% 8.2% 12.7%

500 床以上 9.8% 7.2% 12.2%

無回答・不明 10.0% 0.0% 20.0%

資料：日本看護協会 病院看護実態調査
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運動に至る背景

3%

97%

対象医療機関

対象医療機関 対象外医療機関

東京⺠医連内の状況



運動に至った背景

・コロナ流行期は、外来医療も超繁忙期となり、電話対
応から、東京都キット手配まで丁寧に案内しています。

・第７波では疲弊した状態でした。看護師として職場に
よって報酬に違いがある事の説明は困りました。
・療養者には高齢の方も多く、ひとたび陽性となっても入
院する施設もない状況に置かれます。そういう中で外来、
在宅医療従事者の関わりも相当数の負荷がかかってい
ます。

・看護職全員への処遇改善がされないことに疑問はぬぐ
い切れず、今回の制度には看護職全体の処遇がもとも
と低いことが問題の根底にはあることと感じています。

今、⾏っているアンケートから



・看護職員処遇改善評価料について
「知らなかった」という声が半数あり。

（1月25日時点、246件の返答あり）

・民医連以外の医療機関からは、
「国が制度を認めても法人が認めない状況である」
「これでは在宅の看護師が増えなくなる」

「入院できない療養者は診療所や在宅の看護師が苦慮し
ながら対応していることをもっと評価して欲しい」

今、⾏っているアンケートから

看護師処遇改善評価料が
まだ認知されていない



・県連として取り組むことで、より多くの現場の声を聞くこと
ができました。

・そして、制度の課題の大きさを改めて実感しました。

・そして、この課題は、さらに私たちの処遇の改善につな
げるチャンスかもしれません。

・このチャンスを逃さず、広く、長く運動してきたいと思いま
す。
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おわりに
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ご清聴ありがとうございました


